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＜連絡事項＞
・修理を依頼していた床頭台2台直ってきました。4階診察室と公衆電話のところに置いています。
・＜患者様連絡事項＞
・下妻　康貴様～ご家族から洗面器とフェイスタオル2枚差し入れあり、ご本人様にお渡ししています。
　　　　　　　　
・小坂　君子様～下着、ブラウスを長期間着用し、汚染見られスタッフ洗濯をしています。この機会にCSの下着に切り替えていく予定です。
・赤間　健太様～青森銀行にて市営住宅家賃納入。７月分と８月分を納めています。
退院前訪問指導は担当大久保Nsと澤田で実施。自宅は綺麗に整頓されており、必要最低限の家具や家電もあり電気も通っている。自身で簡単な調理や片付けも行っている事から、自宅への退院に支障はない。八戸市より封書が届いており、院内にて開封。内容は『障がい者バス特別乗車証の更新について』である。担当スタッフに渡して下さいと、依然として自身の事に対し関心は低い。こちらは退院後に自身で更新するよう説明し了解されている。
＜要注目患者様情報＞
・中川原　義雄様～ラジカセ破損した後も穏やか。日課もスムーズに行っている。
・太田　富雄様～多弁、多動性なく穏やか。多飲水の評価の為、夜の体重測定も開始。
夜間覚醒、徘徊時はふらつきみられ転倒リスクあるため観察要す。

・下妻　康貴様～不安の訴え無し。スタッフへの挨拶も穏やかにあり。日課もスムーズに行っている。
・金　留示子様～食事1/2で経過。本日のスパゲティも多量に破棄している。体重入院時より20㎏減となっている為、本人の食事の希望、常食で良いか、軽食に変更するか等確認していく。
・久保　興介様～アルコール消毒液をむやみにプッシュして、「リズムをとっています」と言い、にやけた表情でスタッフに話し掛ける等気分高揚的な言動、行動見られています。鏡をジッと見て、眉毛を薄く剃り落とす行為もあり。他者トラブルに繋がらないよう経過観察していく。
＜田名部Dr.担当患者様検討・診察＞
・池田　康憲様～診察時、主治医にはOT参加し下肢の運動をしていると話している。入院費を気にする金銭に関連した言動も聞かれている。ソワソワ感あり眠れないと言いと訴える。
　　　　　　　　臨時薬：①～⑤同内容7日分、
⑥ブロチゾラムOD錠（0.25）1T 1×1/寝る前 7日分処方
（8/20～内服開始）
退院支援：主治医面談日調整のため、妹へ連絡し8/21（金）15:00～となっている。
・高橋　義明様～左に傾斜している頚部の苦痛はなし。傾斜している自覚もない様子で話している。血液検査にて貧血あり、副食も残食しない様主治医より説明あり。
・吉田　守幸様～昨日詰所カウンター前で多量に便失禁あり。主治医が確認すると便意はあると話される。母様はポータブルトイレを使用が出来るなら、自宅に退院しても良いと話している。主治医からベッドサイドにポータブルトイレを置いて実施してみる事を説明すると、了承している。本日からポータブルブルトイレを使用してみることとする。
　　　　　　　　退院支援：ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚの使用によるADL拡大。
　　　　　　　　　　　　
・金　留示子様～残食多く体重の減少も過度に見られているが、診察では食事の摂取や夜間の睡眠もできていると話している。しかし、憂うつ気分や不安感を訴えて頓服をしていること、ネットショッピングが多いことも指摘されていることから、今後退院してグループホーム入所することに対して抵抗感があると言う。現実的な見通しをもっていただくことが必要と主治医からも説明あり。
臨時薬 同内容7日分処方あり。
セパゾン錠（2）1錠1×1/夕食後　8日分処方あり。今夕から服薬開始となっている。
・高田　マキ様～特記なし。
　　　　　　　　臨時薬 同内容により7日分処方あり。
・三浦みよ子様～特記なし。
　　　　　　　　退院支援：8/20（土）10:00～8/21（日）13:00外泊しアパートの片付けと青山荘入所の準備。8/26（金）15:30～サービス担当者会議開催予定。（特室）妹様来院可能との事。
・尾嵜マリ子様～特記なし。
　　　　　　　　臨時薬 同内容により7日分処方あり。（レスプレン継続）
・小坂　君子様～深夜帯の不眠はあるが、苦痛症状の訴えはなく、診察時は夜間良眠していると話している。他者への迷惑行為として、夜間に天井の中央灯を点灯させない事を主治医と約束している。引き続き、精神状態の観察・対応をしていく。

・三浦　綾子様～母様との面会を2週に1回、火曜日14：00～14：15としている事を確認。幻聴が最近強くなっているとの訴えあり。症状による苦痛より、先日SWに渡した保険証が医事課でコピー保存されているかを知りたいと訴える。確認をしてお伝えする事とする。来週定期薬より、トロペロン錠（3）2T 2×1/朝夕から変更となり、ブロナンセリン錠（4）2T2×1/朝夕となることを主治医から説明あり。
退院支援：青山荘に向けて順番待ち、支援していく。
・斎藤　光枝様～本人は「母からは盆明けであれば（自宅に）帰って来てもいいって言われた」とのはなしありFaへ確認すると虚言であったことを主治医に報告。
　　　　　　　　診察時にまたグループホームを考えていくよう伝えると、再度同様に母が自宅退院で良いと言ったと繰り返し言う。
　　　　　　　　臨時薬 同内容により7日分処方あり。
退院支援：ADLの拡大、グループホームへの退院支援を行う。
・畑中　成夫様～内服薬に対する不満を訴えシクレスト舌下錠は苦いので止めたい。また、てんかん発作がないのになぜバルブロ酸を内服しているのかと質問する。
バルブロ酸は精神を穏やかにするために用いられる薬でもある為どちらも必要な薬であることを主治医より説明あり。

臨時薬 同内容により7日分処方あり。
・寺地　光幸様～診察では9/3（土）退院に向けて考えている事を話し、現在は仕事の復帰に前にまずは退院を目標にしていると冷静に話している。
外泊訓練として8/27（土）～8/28（日）を予定している。
退院支援：本人も家族も主治医との面談は不要との事
・赤間　健太様～退院前訪問の様子について主治医に報告する。
　　　　　　　　退院支援：本日担当大久保Ns、澤田で退院前訪問実施。部屋もキレイに清掃し簡単な調理も出来るとのこと。必要な家電はそろっており、冬季の灯油の購入も配達してもらう形で契約出来ている。
・久保　興介様～診察時は本日の気分高揚的な行為について、OTで映画を見て高まった、　　　　　　　
　　　　　　　　ワイドショー（宗教）が気になっていると訴えている。主治医からその現実は受け入れるしかなく、ニュースを気にせずまじめな信者の家族であると思うよう説明を受けると、表情穏やかになっている。
　　　　　　　　

　　
・高橋　伸治様～特記なし。
・太田　富夫様～夜間まとまって睡眠がいまいち取れずにいる事を訴えるが
　　　　　　　　前回一部変更した処方、フルニトラゼパム2→1㎎を来週まで継続してみたいと希望している。
　　　　　　　
　　　　　　　
